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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ショウジョウバエ遺伝子「mothers against decapentaplegic」（Mad）および線虫遺伝子「Sma」の遺伝子産物に類似したタンパク質ファミリーであるSMADに属します。SMADタンパク質は、複数のシグナル伝達経路を媒介するシグナル伝達因子および転写調節因子です。このタンパク質は、細胞増殖、アポトーシス、形態形成、発達、免疫応答など、様々な生物学的活動に関与する骨形成タンパク質（BMP）のシグナルを媒介します。BMPリガンドに反応して、このタンパク質はBMP受容体キナーゼによってリン酸化され、活性化されます。リン酸化型タンパク質は、転写調節における機能に重要なSMAD4と複合体を形成します。このタンパク質は、SMURF1やSMURF2などのSMAD特異的E3ユビキチンリガーゼの標的であり、ユビキチン化およびプロテアソームによる分解を受けます。同じタンパク質をコードする選択的スプライシング転写変異体が観察されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	SMAD1マウスmAbを用いたHela（1）、HepG2（2）、MCF-7（3）、C2C12（4）、A431（5）、A549（6）、LNCap（7）、NIH/3T3（8）、PC-12（9）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。

